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表意文字及び表音文字の読み処理における空間周波数の異なる

役割：高密度事象関連電位研究 
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要旨 

日本の表意文字(漢字)と表音文字(仮名)の神経基盤の乖離は、今のところ明らか

でない。本研究では、空間周波数(SF)情報が漢字と仮名の脳内処理の違いに関与

しているかを調べるため、日本語を母国語とする被験者が未フィルター処理あ

るいは空間フィルター処理した文字刺激を読んでいる時の脳活動を、高密度事

象関連電位(ERP)を用いて測定した。刺激には、漢字(低学年で学習する漢字・高

学年で学習する漢字)、仮名(仮名語・非語)とスクランブル文字を用いた。フー

リエ解析では、漢字は高空間周波数(HSF)、仮名は低空間周波数(LSF)にそれぞれ

特徴づけられた。未フィルター処理刺激では、両側後頭部に P100、左後側頭部

に N170、前頭～中央部に N400 の ERP 成分が誘発された。スクランブル文字で

は、N170 は左優位性を示さず、N400 は明瞭には誘発されなかった。LSF 条件で

は、漢字の P100 と N170 の潜時が、仮名より有意に延長した。HSF 条件では、

高学年で学習する漢字の P100 と N170 の潜時が、低学年で学習する漢字より有

意に延長した。HSF・LSF 条件とも、N400 では漢字と仮名の差は認めなかった。

以上の結果、SF が意味的成分ではなく早期の視覚反応に影響することで、漢字

と仮名の処理の差が生じることが示唆される。つまり、仮名と LSF 情報、漢字

と HSF 情報はそれぞれ密接な連関があり、漢字・仮名の読みの神経基盤の乖離

には、SF 情報の違いが関与している。 
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